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※　本学文学部英語英文学科
　　　Sean O’Casey dramatized the Easter Rising and the Irish Civil War in three of 
his plays, the so-called “Dublin Trilogy”.  This paper studies how the ideal principle 
ended up being illusory, and how the lofty purpose of the war for liberation and 
independence degraded itself into simple retaliation killing of each other.  In addition, 
this paper shows that the critical eyes of O'Casey did not fail to find the resilience of 
people to survive as well as an unextinguished tenderness as humans in a war-wasted 
society.
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Ⅰ
　ショーン・オケイシー（Sean O’Casey, 1880-1964）は「ダブリン三部作」（The Shadow 
of a Gunman, 1923, Juno and the Paycock, 1924, The Plough and the Stars, 1926）といわ
れる演劇作品を書き，1916 年から 1923 年の間の内紛とその戦いに直接的，間接的に関わ
る庶民の生活を描き，妄想と戦争がもたらす非人間的環境の中で苦しまなければならない
庶民の姿を浮き彫りにしている1。同胞同士が激しく戦う 1922 年から 1923 年にかけての
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ほうを選択している。The Shadow of a Gunman のなかで「苦しむのは市民だ」（It's the 
civilians that suffer.）4 とシェーマスに言わせているように，三作品には混乱の続く社会
の中での市民の生活が写実的に描かれている。しかし，写実的とはいえオケイシー自身，
1916 年の蜂起軍の構成員であった Irish Citizen Army と関わりがあったため5，内紛を全
くの部外者の一市民という立場では見られなかった。また，労働者保護のための組織であ









　オケイシーが 1923 年ごろまで続く内戦の源と考えた 1916 年の復活祭蜂起を題材してい

























でも戦いに参加する勇者の気分になれるのか，緑色の上着が Irish Citizen Army のユニ
フォームの色に似ている，ナショナル・フォレスターの格好でピーターは出かける。


























































べった。熱のこもった演説にすっかり魅了されてしまっていた。」（They are in a state 
of emotional excitement. Their faces are flushed and their eyes sparkle; they speak 
rapidly, as if unaware of the meaning of what they said.  They have been mesmerized 






























声は怯えている，みんな怖がっている」（An' some o' them laughed at me, but th' laugh 















































































　The Shadow of a Gunman （1923）は 1920 年が背景になっており，1916 年の蜂起から




























































Irish Republican Army）諸氏宛ての陳情書はドナルが IRA の党員であることを前提とし
ており，ドナルが上層部にそれを提出し，ギャロハーの問題を武力行使で解決してくれる
ことを願うものである。また，自分たちの意向に沿って訴えを扱ってくれる裁判所がない



















































































示し，まさに 'Romantic Ireland's dead and gone'22 という一行が響く終焉である。
IV











ジョニー（Johnny Boyle）がいる。年齢は明記されていないが，姉が 22 歳とト書きで記
されているので，22 歳以下ということになる。６年前の蜂起の頃には 10 代半ばであろう。






















ためにできることはした。（Haven’t I done enough for Ireland!）（50）と，無くした片腕










つまり，あの崇高で高尚な理想論に燃えた 1916 年の戦いに参加した若き戦士の 6 年後の
姿である。命を落としたランゴンやクライスローの真の姿を間近に見た年若き同僚の姿と
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